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人口の動き

4月 1日 現 在 前 月 比

計

数
日

男

女

帯

人

世

65.130 -362 
31.320 -233 
3 3.8 1 0 ー129
1 8.7 2 1 - 5 
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長崎空港
世界初の海上空港 ・長崎空港も5月1日で満5歳を

迎え、 開設5周年を祝う行事が同日、 にぎやかに繰り

広げられました。

午前11時30分からは街頭パレードが行われ、県警音

楽隊を先頭にバト ントワラーズ、連合婦人会などによ

る民踊道行など約400人が福祉センタ 一、アーケード

市民会館に至るコースを行進、買い物客などからさか

んな拍手が送られていました。

このあと市民会館では記念式典が行われましたが、

式典終了後、作家の深田祐介氏の記念講演、アト ラク

ションとして 「黒丸踊り」が披露されました。

誕生して満5歳
街頭パレードなどでにぎわう
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し
て
選
ぴ
登
録
し
ま
す
。

申
込
方
法
本
人
ま
た
は
近
隣
に

在
住
す
る
人
が
福
祉
事
務
所
へ

お
申
込
み
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

。
医
療
機
関
と
の
連
絡

。
そ
の
他
必
要
な
用
務

介
護
人
の
登
録
派
遣
対
象
者
の

近
隣
に
在
住
す
る
人
で
、
老
人

や
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
理
解

と
熱
意
が
あ
る
人
を
介
護
人
と

(
児
)

大
村
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い

え
る
町
を
つ
く
る
た
め
に
市
政
に

つ
い
て
の
卒
直
な
意
見
・
要
望
を

|
。
と
、
市
は
五
月
七
日
、
市
民

の
声
を
直
接
、
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

三
十
人
の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
は
、
各

地
区
の
町
総
代
会
を
通
じ
人
選
を

お
願
い
し
て
い
た
二
十
歳
以
上
の

市
民
で
、
男
性
十
七
人
、
女
性
十

三
人
、
農
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
主
婦
な
ど
各
界
の
人
た
ち
か

ら
選
ん
で
お
り
、
任
期
は
来
年
三

在
宅
の
重
度
障
害
者

一市政への一一 一
意見・-要望を

(2) 

市政モニター30人に委嘱状

生
活
環
境
改
善
費
を
助
成

り

。
玄
関
、
廊
下
の
改
造

。
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
改
造

助
成
限
度
額
四
十
万
円
以
内

※
た
だ
し
、
四
分
の
一
は
受
益
者

負
担

申
請
手
続
増
改
築
計
画
図
、
工

事
費
見
積
書
、
増
改
築
の
見
取

図
持
参
の
う
え
、
福
祉
課
で
申

請
し
て
下
さ
い
。

申
請
期
限
六
月
三
十
日

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

市
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害
者

(
児
)
の
日
常
生
活
を
容
易
に
し

家
族
の
介
護
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
住
宅
の
改
造
を
行
う
場
合

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

助
成
対
象
者
本
市
に
居
住
す
る

身
体
障
害
者
手
帳
(
一
・
二
級
)

所
持
者

対
象
と
な
る
も
の

。
便
所
、
便
器
及
び
手
す
り
の
据

え
付
け
な
ど

@
浴
室
の
増
改
築

。
炊
事
場
の
改
造

お お む

く〉

O 

O 

福

祉

タ

ク

シ

ー

の

利

用

券

を

交

付

市政だより

。
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
「
一

級
及
び
二
級
」
で
車
椅
子
を
常

用
し
て
い
る
人

助
成
額
・
回
数

。
一
人
一
回
に
つ
き
二
百
円

。
一
年
を
通
じ
て
二
十
四
回
以
内

申
請
先
・
問
合
せ
先

福
祉
課

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
(
児
)

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
該

当
者
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券

を
交
付
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
下

さ
い
。

助
成
対
象
者
在
宅
の
障
害
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

。
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ

の
障
害
の
程
度
が
「
A
-
の
人

月
ま
で
で
す
。

年
に
二
回
行
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政
上
の
問
題
に

O 

O 

O 

つ
い
て
市
が
ア

老
人
・
身
体
障
害
者
に

O 

O 

ぐ〉

ン
ケ

l
ト
を
求

め
る
の
に
回
答

。 相連て 申で相相
22職施談絡はな 込、談談長
詑業設内し後おみ希が所崎
2Z Iζ 入容ま目、下望実に県
窪関所 す 希相ささ施よ長
、すに 。望談いれさ る阿
就るつ 者目。るれ巡精
労乙い へに 方ま回神
士とて 直つ はす援薄
之 接いおの護弱

者

1JA r 精神薄弱者 lz 
※ 」一巡回相談を実施ー」
芽 生
し申申 。 o 。活
く込込手会そ定日療帳手
は締 先 帳 車 の )到育未当教
福切 禾 註他 来手交受育
社 福 交岳 医 の帳付給 lζ
課五祉付 25療 ものの者関
へ月課の翠・ の次もです

二 も歪保 (期の療る
十 の雲健 再判 育乙
五 半Ij定手と
日

介
護
人
を
派
遣
し
ま
す

し
て
も
ら
う
ほ

か
、
随
時
モ
ニ

に
支
障
が
あ
る
、
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の
老
人
ま
た
は
身

体
障
害
者
で
あ
っ
て
、
低
所
得

者
で
あ
り
、
か
つ
介
護
を
行
う

人
が
得
ら
れ
な
い
人

介
護
の
内
容

。
食
事
の
世
話

。
住
居
の
掃
除

。
身
の
ま
わ
り
の
世
話

。
生
活
必
需
品
な
ど
の
買
物

市
は
、
一
時
的
な
疾
病
な
ど
に

よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障

が
あ
る
老
人
や
身
体
障
害
者
に
介

護
人
を
派
遣
し
、
日
常
生
活
の
世

話
を
行
う
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す。
該
当
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
下

さ
い
。

派
遣
対
象
者
一
時
的
な
疾
病
な

ど
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の

タ
l
通
信
で
市

政
に
対
す
る
要

望
意
見
、
ア
イ

デ
ア
な
ど
を
提

言
し
て
も
ら
う

よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

。5
年
ご
と
固
と
郷
土
を
み
な
お
す
日

I
l
国

勢

調

査

旬

月

1
日
1
1
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※ 

暴

走

族

を

な

く

そ

う

ー
家
族
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
み
で
|

f

一一

水
は
限
り
あ
る
資
源

も
う
一
度
工
夫
し
て
ノ

第
包
囲
水
道
週
間

r 

第
二
十
二
回
水
道
週
間
が
、
六

月
一
日

t
七
日
ま
で
全
国
一
せ
い

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

乙
れ
は
水
道
に
つ
い
て
、
住
民

の
-
方
々
に
理
解
と
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
日

常
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要
な
施

設
の
一
つ
で
あ
り
、
社
会
的
・
経

済
的
諸
活
動
を
支
え
る
う
え
で
も

か
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で

す
@本

市
の
水
道
は
、
昭
和
三
年
創

万
設
以
来
七
回
に
わ
た
る
拡
張
事
業

を
行
い
、
給
水
体
制
の
万
全
を
期

す
る
よ
う
色
々
と
方
策
を
講
じ
て

い
ま
す
が
、
産
業
の
発
展

・
生
活

水
準
の
向
上
に
よ
り
水
需
要
は
年

々
増
大
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
水

道
は

H

天
か
ら
の
も
ら
い
水
u

で

は
な
く
H

造
ら
れ
た
水
H

で
す
。

今
の
う
ち
か
ら
節
水
の
習
慣
を
つ

け
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
道
路
な
ど
で
漏
水
を
発

見
さ
れ
た
ら
水
道
部
へ
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

水
道
部
(
富
③
|
一
一
一
一
)

「ーー 一一ーー一一一ーーーーー

ア
目
前
ま
で
に
申
込
み
を
一

手
話
奉
仕
員
を
派
遣

今
年
度
か
ら
手
話
奉
仕
員
派
遣

事
業
が
発
足
し
ま
し
た
。

乙
の
事
業
は、

聴
覚
障
害
者
や

音
声
ま
た
は
言
語
機
能
障
害
者
が

次
の
と
乙
ろ
に
行
く
乙
と
が
必
要

な
と
き
に
適
当
な
付
き
添
い
が
得

ら
れ
な
い
た
め
、
円
滑
な
意
思
の

疎
通
を
図
る
う
え
で
支
障
が
あ
る

場
合
に
手
話
奉
仕
員
を
派
遣
す
る

も
の
で
す
。

川
申
請
手
続
、
相
談
、
呼
び
出
し

な
ど
の
た
め
公
的
機
関
へ
行
く

必
要
が
あ
る
場
合

凶
受
診
の
た
め
医
療
機
関

へ
行
く

必
要
が
あ
る
場
合

制
就
職
な
ど
の
た
め
事
業
所
へ
行

く
必
要
が
あ
る
場
合

仙
子
弟
の
教
育
に
つ
い
て
学
校
へ

行
く
必
要
が
あ
る
場
合

引
本
市
が
主
催
す
る
会
合
、
そ
の

他
市
長
が
手
話
奉
仕
員
を
派
遣

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場

A
口

派
高
対
象
者

市
内
に
居
住
し

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
聴
覚
障
害
者
及
び
音
声
ま

た
は
言
語
機
能
障
害
者

派
遣
地
域
原
則
と
し
て
市
内

申
込
方
法
七
日
前
ま
で
に
本
人

自
ら
ま
た
は
代
理
人
が
日
時
、

O 

選
挙
人
名
簿
の

登

録

に

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
毎
年

九
月
一
日
現
在
及
び
選
挙
が
行
わ

れ
る
と
き
に
住
民
票
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人
に
つ
い
て
選
挙
管
理
委

員
会
が
調
査
を
し
て
登
録
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
登
録
事
務
の
う
ち
、
学
生

の
住
所
は
就
学
地
の
療
ま
た
は
下

宿
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

O 

場
所
、
内
容
、
予
想
時
間
な
ど

を
福
祉
課
へ
ど
連
絡
下
さ
い
。

(
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
は
乙

の
限
り
で
は
な
い
)

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

く〉

O 

つ

い
て
お
願
い

の
で
、
ま
だ
転
出
届
を
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
そ
の
就
学
地
へ
住
民

異
動
の
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
本
市
に
住
民
登
録
を
し

た
ま
ま
就
学
地
の
寮
ま
た
は
下
宿

に
居
住
し
て
い
た
学
生
で
、
卒
業

し
た
あ
と
本
市
に
戻
っ
て
き
て
居

住
し
て
い
る
人
は
選
挙
管
理
委
員

会
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

O 

O 

踏

切

事

故

を

な

く

そ

う

ノ

最
近
急
に
踏
切
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
乙
れ
ら
の
事
故
は
、

い
ず
れ
も
踏
切
直
前
で
一
時
停
止

を
し
て
安
全
確
認
を
し
、
あ
る
い

は
踏
切
上
で
エ
ン
コ
し
た
場
合
の

列
車
の
停
止
手
配
を
す
る
な
ど
の

基
本
を
守
っ
て
お
れ
ば
防
げ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

踏
切
事
故
は
多
大
の
損
害
が
で

る
乙
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ま

ず
人
の
生
命
に
危
険
で
あ
る
乙
と

を
十
分
認
識
し
て
、
安
全
な
踏
切

通
行
の
基
本
を
守
り
、
踏
切
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
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注
射
と
検
診

-
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
核
予
防
法
に
も
と
づ
き
、
早

期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
結
核

の
撲
滅
を
図
る
と
と
を
目
的
と
し

て
行
い
ま
す
・

毎
年
一
回
、
健
康
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肺
ガ
ン
な
ど

の
早
期
発
見
の
た
め
に
も
該
当
者

は
も
れ
な
く
最
寄
り
の
場
所
で
受

診
し
て
下
さ
い
。

震
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

。
就
学
前
の
乳
幼
児

。
小
・
中
・
高
校
な
ど
の
学
校
の

児
童
生
徒

。
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

人
。
現
在
結
核
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人

。
妊
娠
中
の
人

料

金

無

料

-
3歳
児
健
康
診
査

対
象

昭
和
一五
十
一
年
十

一
月
生

日|診療科目|病医院名 |所在地 |電話

内 科 朝長医院 抗2丁出津目 2-3266 
1 

本西大村町整形外科 松永整形外科 3-5864 

内 科 近 藤 医 院武部郷4-1166 
8 

眼 科 岩 崎 眼科西本町2-3435 

小児科 田)11小児医院
15 

古1T町目 3-1234 外・内科 田崎医院

内 科|与那城医院
22 

杭2丁出津目 2-3070 外・内科佐 藤 外科

い科2 皮泌 ・性科 佐伯皮膚武部郷;2-4330

6月の日曜当番医

『
ご

み
ιヨ

場 所 間

l常盤橋よ乙 193045/26 
市民会 館 13:00-15:30

9:30--11:30 
5/27 

13:00-15:30 I 福 祉 セ ン タ ー

清和国 9:30--11:30 
5/28 

13: 00--15: 00 I 東浦漁協

椎池公民館 10:00--11:00 

5/29 横山頭公民館 11:30--12:00

雄ケ原池田宅前 113:30=1

後木場公民館 9:30--11:30 
5/30 

市役所 13:00--15:30 

6/2 
久原佐団地藤商庖よ乙 13:00--15:00 

|親和銀行昭吋 9:EO--日
6/3 

農協会館 13:00--15:30

門州産業ぺ 9:30--11: 30 
6/4 

特 借 宿 舎 よ 乙 13:00-15:30 

6/5 
古賀島公民館 13:00--15:30

6/9 
古 町 5区広場 13:00--15: 30 I 

|諏訪公民館 [930~1130
6/10 

坂口公民館 13:00--15: 00 I 

池田団地公民館 9:30--11:30 I 
6 '11 
| 池 島 公 民 館 別 ト 問 。

レントゲン検診日程

午前9時~午後 6時

ま
れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、

同
年
五
月

t
十
月
生
ま
れ
で
、

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
五
月
二
十
二
日

午
前
九
時

t
九
時
三
十
分
、
午

後
一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。婦

教

• 妊

室

診療時間

毎
月
市
役
所
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
六
月
は
場
所
を
変
更
し
て
行

い
ま
す
。

時

間

午

後

一
時

t
四
時

場
所

中
地
区
公
民
館

(中
央
町

バ
ス
停
下
車
)

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

妊婦教
月日 | 内

6/4 I 0はじめて母親となる心得
|。妊娠中の保健

(第1回)1。映画、生命の創造、

6/11 I 0妊娠中の栄養のとり方 (貧血食の実習〉
|。安産のために(補助動作、妊婦体操の実習)

(第2回)1。産後の保健

6118 I 0育児(乳房マッサージの実習・赤ちゃんの入浴}
I U F.l.ffi¥のさせ方・育児用品のそろえ方 / 

(第 3回)/。映画、すばらしい母乳、 ， 

6/25 1。乳幼児の環境と性格
(第4回)1。家庭の幸せのために(家族計画)

手呈
r央，

;eo 

日室
-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

出
か
け
下
さ
い
。

6月の妊婦と乳幼児の健農相談日程

日 | 時 間 場 所 対 象

出i30400i大村 保健所l生桂3カ月ま叫児

:::330000~~~111155:::O O 00 松原出張所妊婦と乳幼児
~ 1竹松 出張所 |乳幼児

川9:30--川 大村保 健所!叶6カ問児

13: 30--15: 00 鈴 田出張所妊婦と乳幼児

171 9:30-11:00 1大村保 健所|生後7カ月以上の乳児

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
般
健
康
相
談
は
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
、
健
康
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

6月の健康相談日程

内 n廿-

9:00--11:00 13:00--16:00 

2 妊 婦 相 談 一般健 康 相談

4 乳 幼 児 相談~ 
18 乳幼児相 談~ 
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※ 

下
水
道

も

よ

お

し

-
第

1
回
市
民
文
化
祭

大
村
市
文
化
協
会
で
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ジ
タ

i
の
開
館
を
記

念
し
て
市
民
文
化
祭
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
多
数
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

参
加
団
体
及
び
日
程

〔
大
村
市
謡
曲
愛
好
会
〕

六
月
一
日
(
午
前
九
時

t
午
後

四
時
)
H
本
経
寺

〔
大
村
墨
影
会
〕

六
月
八
日

t
十
日
H

コ
ミ
ュ
ニ

不
動
産
相
談(

毎
月
第
四
金
曜
日
)

日
時
五
月
二
十
三
日

午
後
一
時

t
四
時

↑
交
通
事
故
相
談

一

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

~

日

時

五

月

二

十

七

日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

|相談!

住
み
よ
い
町
の

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〔
大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会
〕

六
月
八
日
(
午
前
九
時

t
午
後

五
時
)

H
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

六
月
二
十
一
日
(
午
後
六
時

t

八
時
)

H
市
民
会
館

〔大
村
市
美
術
協
会
〕

六
月
十
三
日

1
十
六
日
H

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〔
大
村
市
華
道
連
合
会
〕

六
月
十
三
日

l
十
五
日
H
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〔
大
村
市
茶
道
連
合
会
〕

六
月
二
十
一
日
(
午
前
九
時
l

人

権

(

身

の

上

)

相

談

・

(
毎
月
第
一
木
曜
日
〉
一

日

時

六

月

五

日

一

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
一

三

時

一

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

す
べ
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

厚
生
・
国
民
年
金
相
談

(
毎
月
第
四
水
曜
日
〉

日
時
五
月
二
十
八
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

午
後
五
時
)
H
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ジ
タ

1

〔
大
村
藤
閉
会
五
社
中
〕
日
舞

六
月
二
十
一
日
(
午
後
一
時

t

五
時
)
H
コ
ミ
ュ
ラ
ア
イ
セ
ン

/々
1
l

〔
大
村
民
踊
協
会
〕

〔
大
村
吟
道
連
合
会
〕

〔
大
村
民
踊
愛
好
会
〕

〔
大
村
民
謡
ク
ラ
ブ
〕

六
月
二
十
二
日
(
午
前
九
時

l

午
後
五
時
)
U
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ

セ
ン
タ
ー

〔
大
村
市
文
芸
協
会
〕

六
月
二
十
二
日
(
午
後
一
時

i

五
時
)
H
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
へ

-
春
季
慰
霊
祭

長
崎
県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村

市
支
部
主
催
に
よ
る
春
季
慰
霊
祭

が
県
忠
霊
塔
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
列

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
参
列
さ
れ
る
人
の
遺
族

章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

人
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
福
祉
課
、

各
出
張
所
、
ま
た
は
遺
族
会
で
お

受
け
と
り
下
さ
い
。

日
時

五
月
二
十
四
日
(
土
〉

午
前
十
時
三
十
分
間
式

長
崎
県
忠
霊
塔

場
所

-
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
演
奏

会|
|
前
売
券
発
売
中
|
|

乙
の
公
演
は
、
す
ぐ
れ
た
舞
台

芸
術
を
多
く
の
人
に
鑑
賞
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
文
化
庁
が
移
動
芸

術
祭
と
し
て
巡
回
公
演
を
し
て
い

る
も
の
で
す
。
入
場
券
は
枚
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

お
求
め
下
さ
い
。

日
時
六
月
十
六
日

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場

所

市

民

会
館
ホ

i
ル

演
奏
曲
目

ワ

l
グ
ナ
作
曲

楽
劇
「
ニ
ュ

l
ル
シ
ベ
ル

ク
の
名
歌
手
」
前
奏
曲

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作
曲

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
1
作
曲

交
響
曲
第
五
番

指
揮
H
朝

比

奈

隆

ピ
ア
ノ
独
奏
U

荒

憲

一

入

場

料

一

般
H

二
千
円

(
当
日
二
千
二
百
円
)

小
中
高
生
H

八
百
円

(
当
日
千
円
)

前
売
券
発
売
所
森
竹
電
器
臣
、

ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
居
、
原
田
楽
器
大

村
・
諌
早
居
、
平
和
堂
レ
コ
ー
ド

庖
、
牧
島
楽
器
居
、
長
崎
書
居
、

商
工
会
議
所
、
中
央
公
民
館
、
中

地
区
公
民
館
、
教
育
委
員
会

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

募

集

-
長
崎
県
警
察
官

採
用
予
定
人
員
約
二
十
五
人

受
験
資
格
本
年
十
月
一
日
現
在

二
十
八
歳
未
満
の
男
子
で
大
学

を
す
で
に
卒
業
し
て
い
る
人

受
付
期
間
五
月
三
十
一
日
ま
で

第
一
次
試
験
六
月
二
十
二
日
、

長
崎
市
立
高
等
学
校
〈
長
崎
市

栄
町
二

l
一
一
三
)

第
二
次
試
験
七
月
中
旬
(
長
崎

市
)

採
用
十
月
一
日
(
予
定
)

※
詳
し
く
は
長
崎
県
警
察
本
部
警

務
課
(
曾
長
崎
@
!
五
一

O
一
)

ま
た
は
近
く
の
警
察
署
、
派
出

所
、
監
在
所
へ

-
市
民
農
園
参
加
者

大
村
青
年
会
議
所
で
は
、
大
村

市
農
協
青
年
部
の
ど
協
力
を
い
た

だ
き
、
手
づ
く
り
の
ふ
る
さ
と
運

動
の
一
環
と
し
て
例
年
一
坪
農
園

(
芋
さ
し
)
を
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
一
坪
農
園
を
よ
り

発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
「
市
民

農
園
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
市
内

の
遊
休
農
地
を
借
用
し
、
三
坪
程

度
に
区
画
し
て
皆
さ
ん
の
お
好
み

の
野
菜
・
草
花
な
ど
を
一
定
期
間

栽
培
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
試

み
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
込

み
下
さ
い
。

日
時

〔
開
園
式
〕
六
月
一
日
(
日
)

午
前
十
時
三
十
分

〔
開
園
〕
十
一
月
三
十
日
(
目
)

場
所

古
賀
島
町

区
画
数
百
区
画
(
一
区
画
H

十

二
平
方
メ

l
ト

か

)

参
加
料

一
区
画
H

千
円

申
込
締
切

五
月
二
十
四
日

申
込
先
・
問
合
せ
先

大
村
青
年
会
議
所
(
杭
出
津
一

丁
目
七
七

O
、
宮
②
|
六
三
九

一

)

そ
の
他
。
畑
に
は
お
好
み
の
も

の
を
ど
自
由
に
栽
培
l
J
て
、
適

時
収
穫
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

。
種
・
苗
・
肥
料
な
ど
は
当
自
適

し
た
も
の
を
現
地
で
も
実
費
に

て
販
売
し
ま
す
。

。
初
め
て
の
人
に
は
、
指
導
員
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。



(6) 

講

習

会

り

-
少
年
歴
史
ク
ラ
ブ

おおむ

「
青
少
年
ふ
る
さ
と
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
郷
土
の
歴
史
を
知

り
郷
土
を
愛
す
る
心
を
養
い
、
そ

れ
を
日
常
生
活
に
生
か
し
て
い
く

よ
う
に
す
る
た
め
、
少
年
歴
史
ク

ラ
ブ
を
聞
き
ま
す
。

内
容
郷
土
の
歴
史
、
郷
土
の
文

化
財
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
や

グ
ル
ー
プ
学
習
(
研
究
調
査
、

図
表
類
の
作
成
)
文
化
財
の
清

掃
美
化
活
動
な
ど

市政だより昭和55年 5月15日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

一

中

央

公

民

館

剥

が

休

館

一

6
月

1
日

ま

で

一

一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
備
の
た
め
次
の
期
間
休
館
し
ま
-

一

竣

工

に

伴

い

、

中

央

公

民

館

・

す

。

一

一
視
聴
覚
ラ
〈
フ
ラ
リ
l
・
少
年
休
館
期
間
六
月
一
日
ま
で
一

一

セ

ン

タ

ー

は

、

移

転

と

開

館

準

開

館

日

六

月

二

日

一

対
象
小
学
六
年
、
中
学
一
・
二

年
の
男
女

期

間

六

月

t
来
年
三
月
ま
で

結
成
式
六
月
十
四
日
(
土
)

午
後
二
時
市
立
図
書
館

時
間
年
間
約
二
十
五
時
間

月

l
回
(
二
時
間

t
三
時
間
)

募
集
人
員
五
十
人

参
加
料
無
料

募
集
期
間

五
月
三
十
一
日
ま
で

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
)

申
込
先
学
校
、
学
年
、
氏
名
、

性
別
、
住
所
、
保
護
者
名
、
電

話
番
号
を
社
会
教
育
課
へ
ど
連

絡
下
さ
い
。

ス

ポ

i
ツ

.
柔

道

教

室

目
的
心
身
の
鍛
錬
と
柔
道
の
節

度
あ
る
礼
儀
正
し
さ
を
身
に
つ

け
る

対
象
一
般
、
高
校
生
、
中
学
生

小
学
生

教
室
日

毎
週
火

・
木

・
土
曜
日

午
後
六
時
J
八
時
(
小
学
生
は

七
時
ま
で
)

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

慈
恵
荘
へ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
人

一

1
三
十
六
個
マ
天
野
ヒ
サ
ヨ
一

母
中
山
セ
イ
)
七
万
円
マ
北
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

U

一

一
香

典

逗

し

一
敬

称

略

村

徳

己

(

大

里
郷

・
亡
次
男
省
マ
藤
田
一
郎
(
武
部
郷
水
計

・
(
水
主
町
)
慈
恵
荘
へ
古
本

百

一

吾

)

金

一

封

マ

開

啓

太

郎

亡

妻

昌

子

)

大

村

市

身

体

障

害

八

十

冊

一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

(

宮

小

路

三

丁

目

・

亡

妻
力

子

)

者

団

体

連

合

会

へ

五

万

円

清

和

国

へ

一

一
マ
相
田
重
幸
(
桜
馬
場
二
丁
目
十
万
円
マ
堀
種
重
(
水
主
町

-

マ
大
村
カ
ラ
オ
ケ
会
(
水
谷

正

一

一
・
亡
父
重
太
郎
)
五
万
円
マ
・
亡
長
男
徳
男
)
五
万
円
マ

一

種

寄

付

一
敬
称
略
之
会
長
ほ
か
二
十
人
)
歌
謡
慰

一

一
山
崎
彦
玖
郎
(
木
場
郷
・
亡
父
山
村
秋
見
(
徳
泉
川
内
郷

・
亡
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

問
マ
貞
松
フ
ミ
子
(
一
の
郷
)

一

一
五
口
老
)
十
万
円
マ
川
口
シ
ゲ
父
宅
一
)
五
万
円
マ
江
崎
イ

マ
南
ス

ミ
エ
(
桜
馬
場

一
丁
目
)
人
形
十
個
マ
下
久
原
青
壮
年

一

一
(
片
町
・
亡
夫
清
)
五
万
円
ワ
(
陰
平
郷
・
亡
母
キ
チ
)
五

慈
恵
荘
へ
三
十
万
円

マ
早
川
会
(
田
中
嘉
寿
夫
会
長
ほ
か
十

一

一

マ

勝

目

文

子

(

佐

世

保

市

・

亡

万

円

自

動

車

工

業

(

松

並

二

丁

目
)
一
一
人
)
百
日
紅
い
ち
ご
三
十
本
一

場
所
市
武
道
館

申
込
先
教
室
日
に
武
道
館
へ

主
催
大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

後

援

市

教
育
委
員
会

-
柔
道
昇
段
審
査
会

日
時

五
月
二
十
四
日
(
土
)

午
後
一
時
か
ら

市
武
道
館

当
日
会
場
で

学
科
、
実
技
、
投
げ

受 場
付所

審
査
内
容

の
形

対
象

初
段

t
三
段
ま
で

審
査
料

初
段
H

千
五
百
円
、
二

段
・
三
段
H

二
千
円

※
詳
し
く
は
大
村
東
彼
地
区
柔
道

協
会
(
主
催
者
)
ま
た
は
教
育

委
員
会
体
育
課
へ

そ

の

他

-
市
立
図
書
館
松
原
分

室
を
開
設

市
立
図
書
館
は
こ
の
ほ
ど
松
原

出
張
所
の
図
書
室

へ
児
童
図
書
な

ど
約
五
百
冊
を
配
本
し
て
貸
出
し

を
始
め
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。
無
料
で
す
。

開
室
日
毎
週
月
・
木
曜

午
後
一
時

t
四
時
三
十
分
ま
で

1 一一わが家も点検、省エネルギー

i 身。
i節近つ洗かえは の通 し は ガ か 気 冷 か な テ し 電 !
i約なてた。めでマ勤てつス。を蔵。しレて灯 1
iしといく にきイ・いけ湯 つ庫 しピいは i

まこまは しるカレまつ沸 けの てはま乙.
!しろす上 てだ l ジせば器 て使 いっすま:
! よかか手 いけのャんなの い い ま け か め ;
t うら。に まひ使 l かし口 ま方 せっ。に!

や すか用用。に火 す に んば 消!

お i
わ!
ぴ !
と!
訂 :
正;

五
月

一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
で

難
病
患
者
見
舞
金
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
疾
病
の
中
で

「
強
皮
症
、
皮
膚
炎
及
び
多
発
性

筋
炎
」
と
あ
る
の
は
「
強
皮
症
・

皮
膚
筋
炎
及
び
多
発
性
筋
炎
」
の

誤
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま

す

。

(

福

祉

課

)
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